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「
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
史
叙
述

の
翻
塁
の
互
譲
鯉
ρ
溢
騒
二
言
五
畿
　
O
§
尊
簿
』
掬
禽
鴨
二
二
分

書
鴨
融
畿
欝
誌
鴨
幡
多
織
輪
熱
常
理
驚
趨
。
囎
等
等
羅
写
譜

囎
臨
讐
臨
⑫
翻
門
臨
謬
嵩
陣
礎
囎
岡
⑳
鉾
瞼
霧
㌍
緩
動
鷲
嘲
⑦

で
あ
る
。
著
者
ガ
ー
ス
ト
ル
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
に
お
い

て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
語
が
い
か
に
用
い
ら
れ
た
か
を
検
討
し
た
八
九
年
の
著

書
『
労
働
者
階
級
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』
で
日
本
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
首
尾
一
貫
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
で
は
な
く
複
数

の
解
釈
と
利
用
が
可
能
な
言
語
と
し
て
捉
え
る
彼
の
特
徴
的
な
視
点
は
本
書
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

い
て
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

西洋史論集

兼
　
子

歩

　
近
年
、
ア
メ
リ
カ
史
研
究
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が
再
び
高
ま
っ

て
い
る
。
古
典
的
な
ア
メ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
が
思
想
史
的
な
手
法
を
用

い
た
研
究
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
近
年
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
は
一
九
六
〇
年

代
以
降
に
興
隆
し
た
社
会
史
・
文
化
史
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
人
種
・

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
階
級
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
の
要
素
に
着
目
し
つ
つ
ア
メ
リ
カ
・
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
質
を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
の
後
の
ア

メ
リ
カ
対
外
政
策
の
展
開
が
ア
メ
リ
カ
を
律
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
お
り
、
重
要
な
研
究
が
刊
行
さ
れ
注
目
を
集

　
　
　
ド
ヨ
　

め
て
い
る
。

　
本
書
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
教
授
デ
イ
リ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
の
手
に
よ
る
、

二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
試
み

　
本
書
に
お
い
て
ガ
ー
ス
ト
ル
は
、
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
形

成
し
た
存
在
と
し
て
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
は
じ
ま
り
公
民
権
運
動

の
活
動
家
た
ち
に
至
る
リ
ベ
ラ
ル
た
ち
に
着
目
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル

た
ち
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
同
時
に
擁
し
て
い
た
と
い
う
。

一
つ
は
、
独
立
宣
言
や
合
衆
国
憲
法
な
ど
の
建
国
文
書
に
表
さ
れ
る
民
主
的
な
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
う
け

遍
主
義
た
る
「
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
O
円
く
一
〇
　
ゆ
霧
陣
O
類
ρ
ば
。
◎
蟹
）
」
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
共
通
の
血
や
肌
の
色
・
遺
伝
的
な
自
治
へ
の
適
性
な
ど
の
概
念
に
よ
っ

て
「
ア
メ
リ
カ
人
」
の
範
囲
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
「
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
回
帥
O
一
帥
回
　
留
陶
酔
陣
O
昌
帥
国
凶
o
a
津
）
」
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
こ
れ
ら
二
つ
の
強
力
で
矛

盾
す
る
理
念
が
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
決
定

的
に
形
成
し
た
の
で
あ
る
」
（
五
頁
）
。
本
書
は
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
こ
の
二
つ

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
相
克
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
ア
メ
リ
カ
：
不
イ
シ
ョ

ン
概
念
の
興
亡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
本
書
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
一
枚
岩
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

で
は
な
く
、
複
雑
さ
を
内
包
し
た
流
動
的
な
言
語
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
人

種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
「
真
の
ア
メ
リ
カ
人
」
が
い
か
な
る
人
種

一92一



評書

で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
理
解
が
様
々
で
あ
り
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
包
摂
さ
れ
る
べ
き
、

あ
る
い
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
人
種
の
境
界
線
は
不
変
の
も
の
で
は
な
い
。
他
方
、

市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
ま
た
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
変
遷
を
遂
げ
て
お
り
、
自

由
・
平
等
・
民
主
主
義
を
強
調
し
権
利
や
機
会
を
市
民
に
付
与
す
る
信
条
と
し
て

機
能
す
る
一
方
、
一
九
五
〇
年
代
の
反
共
主
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
排
除
の
論
理

に
転
じ
る
局
面
も
存
在
す
る
と
い
う
。

　
第
一
・
二
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
体
現
し
た
人
物

と
し
て
の
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
焦
点
を
あ
て
て
、
著
者
が
「
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
（
酔
ぽ
0
　
殉
O
O
o
り
O
＜
①
幽
甑
9
爵
　
巨
浪
爵
O
昌
）
」
と
呼
称
す
る
二
〇
世

紀
ア
メ
リ
カ
を
特
徴
づ
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
を
検
討
し
て
い
る
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
は
戦
争
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
も
っ
と
も
重
要
な
契
機
と
捉
え
て
お
り
、
若

き
日
の
西
部
史
執
筆
や
米
西
戦
争
へ
の
義
勇
軍
と
し
て
の
参
加
を
通
じ
て
、
彼
に

と
っ
て
あ
る
べ
き
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
姿
を
訴
え
続
け
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
と
は
あ
く
ま
で
も
白
人
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
諸
集
団
が
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
融
合
・
統

合
さ
れ
る
契
機
と
し
て
戦
争
を
重
視
し
た
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
ア
フ
リ
カ
系
・

ア
ジ
ア
系
は
彼
の
構
想
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
へ
の
統
合
を
拒
否
さ
れ
た
。
た
と
え
ば

彼
の
西
部
史
に
お
い
て
は
、
様
々
な
出
自
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
戦
い
こ
れ
を
滅
ぼ
す
過
程
を
通
じ
て
単
一
な
「
ア
メ
リ
カ

人
」
に
融
合
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
率
い
る
義
勇
軍
「
ラ
フ
・
ラ
イ
ダ
ー

ズ
」
は
彼
が
西
部
史
の
著
作
で
描
い
た
よ
う
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
環
境
を
軍
隊
内

に
つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
ア
ジ
ア
系
や
ア
フ
リ
カ
系
の
入
隊
を
断
固
拒
否
し
た
。

し
た
が
っ
て
「
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
は
、
黒
人
・
ア
ジ
ア
人
・

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
排
除
を
前
提
と
し
て
白
人
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
を
同
化
統
合
す
る

と
い
う
、
人
種
に
よ
っ
て
輪
郭
を
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
非
白
人
を
排
除
す
る
一
方
で
、
著
者
に
よ
れ
ば
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
も
つ
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
対
し
て

は
開
か
れ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
意
味
を
あ
る
程
度
も
っ
て
い
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
は
南
・
東
欧
系
移
民
に
母
国
の
文
化
を
放
棄
す
る
こ
と
を
求
め
、
ア
メ
リ
カ

に
同
化
す
る
意
思
や
能
力
を
も
た
ぬ
移
民
を
排
す
る
た
め
の
移
民
法
改
正
や
移
民

局
設
置
に
よ
る
管
理
強
化
政
策
を
と
っ
た
が
、
逆
に
そ
れ
は
、
当
時
「
劣
等
」
視

さ
れ
て
い
た
彼
ら
南
・
東
欧
出
身
移
民
た
ち
に
も
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
と
同

様
に
ア
メ
リ
カ
に
同
化
す
る
能
力
が
あ
る
と
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
認
め
て
い
た
こ

と
を
意
味
し
た
。
ま
た
、
彼
は
「
妻
」
お
よ
び
「
母
」
と
し
て
の
女
性
の
役
割
に

期
待
し
て
女
性
参
政
権
を
積
極
的
に
支
持
し
、
日
系
移
民
や
ア
フ
リ
カ
系
市
民
に

対
し
て
は
、
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
な
が
ら
、
ブ
ッ
カ
ー
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
い
た
よ
う
に
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
則
っ
て
彼
ら
の

権
利
を
認
め
る
政
策
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
加
え
て
、
「
ニ
ュ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
経
済
改
革
に
よ
っ
て
貧
困
層
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
包
摂

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
点
に
も
、
彼
の
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
う
か
が
え
る
と
著
者
は
論
じ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
市
民

的
・
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
双
方
の
力
が
「
真
の
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
、

す
な
わ
ち
分
断
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
（
八
○
頁
）
を
生

み
出
し
て
い
る
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
二
つ
の
理
念
は
「
と
も
に
同
等
の
力

を
も
っ
て
、
同
じ
源
泉
ー
ア
メ
リ
カ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
　
か
ら
生
じ
て

お
り
、
双
方
が
以
後
半
世
紀
の
リ
ベ
ラ
ル
政
治
を
駆
動
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
頁
）
。

一93一
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第
三
章
は
、
第
一
次
大
戦
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
は
国
家
に
よ
る
規
律
化
の
制
度
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
境
界
線
が
厳
格
化
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
政
治
的

に
は
第
一
次
大
戦
の
戦
時
下
に
お
い
て
防
諜
法
な
ど
に
見
ら
れ
る
反
戦
運
動
お
よ

び
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
他
方
で
は
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
よ
る
移
民
制
限
が
求
め
ら
れ
た
。
一
九
二
四
年
移
民
法
に
お
い
て
は
、
南
・

東
欧
系
移
民
の
入
国
を
大
幅
に
制
限
し
、
ア
ジ
ア
系
移
民
は
完
全
に
禁
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
反
移
民
の
潮
流
に
抗
す
る
一
部
の
連
邦
議
員
た
ち
は
、
積
極
的
に
市

民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
語
を
取
り
い
れ
、
南
・
東
欧
系
移
民
の
ア
メ
リ
カ
国

家
に
対
す
る
患
誠
心
を
訴
え
つ
つ
、
移
民
制
限
の
強
化
を
「
ア
メ
リ
カ
的
理
念
」

に
反
す
る
政
策
と
し
て
批
判
す
る
戦
略
を
採
用
し
た
。
彼
ら
の
活
動
は
「
移
民
制

限
を
支
持
す
る
多
数
派
を
抑
止
す
る
こ
と
に
は
失
敗
し
た
が
、
市
民
的
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
概
念
を
肯
定
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
戦
い
に
と
っ
て
重
要
な
武
器
と
な

る
伝
統
を
維
持
す
る
こ
と
を
助
け
た
」
（
一
一
八
頁
）
。
だ
が
、
彼
ら
の
多
く
は
日

系
人
に
対
し
て
は
排
斥
的
な
態
度
を
と
り
、
こ
こ
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
あ
い

だ
の
人
種
的
区
別
は
消
失
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
、
世
界
で
四
つ
の
人
種
の
み
が

意
味
を
も
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
人
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
）
、
黄
色
人
（
ア
ジ
ア
系
）
、

黒
人
（
ア
フ
リ
カ
系
）
、
そ
し
て
褐
色
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
非
白
人
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
）
で
あ
る
」
（
同
頁
）
。
す
な
わ
ち
人
種
化
さ
れ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
強
化
さ

れ
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
さ
え
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
力
か
ら

逃
れ
ら
れ
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
四
章
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
を
検
討
し

て
い
る
。
著
者
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な
国
家
」
が
形
成
さ
れ

た
要
因
と
し
て
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
語
が
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
化
さ
れ

た
形
で
正
当
化
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ガ
ー
ス
ト
ル
に

よ
れ
ば
、
二
〇
年
代
の
移
民
制
限
立
法
に
代
表
さ
れ
る
規
律
的
政
策
の
成
果
と
し

て
文
化
的
統
合
が
増
し
て
い
る
と
い
う
時
代
認
識
に
立
脚
し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
や
一
九
二
〇
年
代
の
移
民

制
限
支
持
者
に
比
し
て
よ
り
「
開
か
れ
た
」
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
を
支
持
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
市
民
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
急
進
化
さ
せ
た
背
景
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
言
語
と
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
運
動
を
成
功
さ
せ
た
C
1

0
や
共
産
党
な
ど
の
「
下
か
ら
の
」
突
き
上
げ
へ
の
対
応
と
い
う
側
面
も
重
要
で

あ
る
こ
と
を
著
者
は
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
三
〇
年
代
は
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
み
で
説
明
し
う
る
時
代
で

は
な
く
、
二
〇
年
代
的
な
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
同
時
に
残
存
し
て
い
た
こ

と
も
ま
た
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
反
対
す
る
勢
力
は
、
自
身
の

反
共
主
義
を
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
言
説
と
接
合
さ
せ
て
武
器
と
し
た
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
た
ち
に
と
っ
て
も
人
種
は
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
労
働
運
動
の
活
動
家
た
ち
は
し
ば
し
ば
南
・

東
欧
系
移
民
労
働
者
に
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
的
な
」
姓
名
へ
の
改
名
を
奨
励
し
、
ま

た
労
働
運
動
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
労
働
者
の
視
覚
的
シ
ン
ボ
ル
は
、
多
く
が
ア

ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
な
い
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
系
の
男
性
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た
と

い
う
。

　
第
二
次
大
戦
を
扱
っ
た
第
五
章
は
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
人
種
的
ナ
シ
ョ
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ナ
リ
ズ
ム
の
双
方
が
戦
争
と
い
う
契
機
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

ナ
チ
ス
と
の
対
決
と
い
う
状
況
は
、
反
人
種
主
義
と
し
て
の
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
促
進
す
る
要
因
と
な
り
、
政
府
も
戦
時
情
報
局
（
O
曲
8
亀
≦
震

解
営
肇
豊
。
臣
）
の
よ
う
な
制
度
を
通
じ
て
こ
う
し
た
傾
向
を
強
化
し
た
。
そ
の
中

で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
系
な
ど
も
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
他
方
で
日
本
と
の
戦
争
は
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
化
し
、
加
え

て
軍
隊
内
の
人
種
隔
離
は
多
様
な
出
自
の
白
人
た
ち
を
融
合
す
る
一
方
で
黒
人
兵

と
の
境
界
線
を
強
化
し
、
い
わ
ば
「
人
種
化
さ
れ
た
る
つ
ぼ
」
（
二
二
〇
頁
）
と

し
て
軍
隊
が
機
能
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
か
ー
ス
ト
ル
は
指
摘
す
る
。

　
第
二
次
大
戦
を
通
じ
て
強
め
ら
れ
た
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
矛
盾
は
、
冷

戦
と
い
う
擬
似
的
戦
争
状
態
の
中
で
そ
の
爆
発
を
先
送
り
さ
れ
た
と
著
者
は
論
じ

る
。
第
六
章
に
お
い
て
は
、
ソ
連
を
中
心
と
し
た
共
産
主
義
勢
力
と
の
対
決
の
中

で
激
し
い
「
赤
狩
り
偏
が
展
開
さ
れ
、
結
果
と
し
て
経
済
体
制
の
改
革
を
促
す
た

め
に
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
語
を
用
い
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
著
者
は
、
反
共
主
義
の
五
〇
年
代
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
人
種
的
境
界
を
め

ぐ
る
変
容
の
時
代
で
も
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
大
戦
終
結
後

の
反
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
移
民
の
脅
威
と
結
び
付
け
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
第
二

次
大
戦
後
の
赤
狩
り
に
お
い
て
は
人
種
的
な
側
面
が
後
退
し
て
い
る
と
い
う
。
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
多
く
が
反
共
主
義
に
参
加
す
る
一
方
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
後
景

に
退
い
た
。
一
九
五
二
年
の
マ
ッ
カ
ラ
ン
聾
ウ
ォ
ル
タ
ー
法
は
、
共
産
主
義
者
と

目
さ
れ
る
移
民
の
取
り
し
ま
り
を
強
化
し
た
が
、
他
方
で
ア
ジ
ア
系
移
民
を
少
数

だ
が
受
け
い
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
差
別
的
な
ク
ォ
ー
タ
制
そ
の
も
の
の
廃
棄
で

は
な
い
が
、
ク
ォ
ー
タ
制
か
ら
す
ら
も
完
全
排
除
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
系
を
ク
ォ
ー

タ
制
の
枠
内
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
同
法
は
「
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
伝
統

に
と
っ
て
の
重
要
な
勝
利
」
で
あ
っ
た
と
著
者
は
評
価
す
る
（
二
六
二
頁
）
が
、

そ
の
一
方
で
「
自
己
を
共
産
主
義
者
の
ス
テ
イ
グ
マ
か
ら
遠
ざ
け
る
べ
き
」
（
同

頁
）
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
警
告
と
し
て
も
…
機
能
し
た
と
い
う
。
冷
戦
期
を

概
観
す
れ
ば
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
強
化
さ
れ
つ
つ
も
そ
の
利
用
可
能
性

の
幅
を
反
共
主
義
に
よ
っ
て
狭
め
ら
れ
、
他
方
で
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
弱

め
ら
れ
な
が
ら
残
存
し
た
時
代
で
あ
る
と
著
者
は
論
じ
て
い
る
。

　
第
七
章
に
お
い
て
は
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
拠
し
て
活
発
化
す
る
公

民
権
運
動
の
盛
衰
が
論
じ
ら
れ
る
。
ガ
ー
ス
ト
ル
は
、
M
・
L
・
キ
ン
グ
に
代
表

さ
れ
る
公
民
権
運
動
の
指
導
者
た
ち
が
自
己
を
愛
国
者
と
し
て
認
識
し
、
市
民
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
徹
底
に
よ
っ
て
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
克
服
を
追
求
し

た
と
主
張
す
る
。
第
二
次
大
戦
と
冷
戦
に
よ
る
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま

り
は
、
キ
ン
グ
ら
の
主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
的
理
念
を
受
容
し
や
す
く
し
、
一
九
六

四
年
公
民
権
法
の
制
定
に
至
る
流
れ
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
南
部
自
人
を
中
心

と
し
た
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
抵
抗
も
ま
た
激
し
さ
を
増
し
、
や
が
て
公
民

権
活
動
家
た
ち
の
中
に
は
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
人
種
主
義
克
服
の
可

能
性
に
疑
問
を
抱
く
者
も
現
れ
る
。
一
九
六
四
年
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ

に
お
け
る
民
主
党
全
国
大
会
は
公
民
権
運
動
内
の
立
場
の
違
い
と
内
部
の
緊
張
を

顕
在
化
さ
せ
、
南
部
白
人
の
多
く
が
民
主
党
を
捨
て
、
他
方
、
妥
協
を
拒
む
黒
人

ラ
デ
ィ
カ
ル
た
ち
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
」
を
生
み
だ
し
た
の
だ
と
著
者
は
論

じ
て
い
る
。

　
一
九
世
紀
以
来
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
伝
統
に
立
脚
し
た
ブ
ラ
ッ
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ク
・
パ
ワ
ー
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
「
ア
メ
リ
カ
は
、
白
人
と
平
等
の
立
場
で
黒
人

を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
人
種
化
さ

れ
た
伝
統
に
囚
わ
れ
て
い
る
」
（
二
九
五
頁
）
と
い
う
認
識
に
立
脚
し
、
分
離
主

義
的
傾
向
を
も
ち
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
を
リ
ン
カ
ー
ン
よ
り
も
毛
沢
東
や
ホ
ー
・

チ
・
ミ
ン
に
求
め
る
な
ど
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
放
棄
し
た
点
に
特
徴
が

あ
る
と
い
う
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
運
動
は
黒
人
文
化
や
黒
人
史
を
肯
定
的
に
捉

え
な
お
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
展
さ
せ
た
側
面
が
あ
る
一
方
、
ア
フ

リ
カ
性
・
黒
入
性
の
称
揚
は
黒
人
優
越
主
義
に
陥
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
た
と

指
摘
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
ア
メ
リ
カ

白
人
の
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
伝
統
か
ら
生
じ
て
お
り
、
『
人
種
』
の
特
性

に
よ
っ
て
個
人
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
の
伝
統
の
主
張
を
無
意
識
の
う

ち
に
模
倣
し
て
い
た
」
（
三
〇
八
頁
）
の
だ
と
い
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
は
主
流
ア
メ
リ
カ
白
人
と
の
断
絶
を
深
め
、
白
人
の
危
機

意
識
を
高
め
た
が
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
分
裂
を
決
定
づ
け
た
の
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争

で
あ
っ
た
と
か
ー
ス
ト
ル
は
指
摘
す
る
。
第
八
章
に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦

争
が
い
か
に
「
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
を
解
体
し
た
か
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
は
、
軍
隊
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
統
合
す
る
制

度
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
え
な
か
っ
た
。
兵
士
の
入
れ
替
わ
り
の
頻
繁
さ
が
兵

士
問
の
連
帯
意
識
を
弱
め
、
士
気
が
著
し
く
低
下
し
た
。
軍
隊
内
の
人
種
統
合
は

進
展
し
、
前
線
の
戦
闘
部
隊
に
黒
人
兵
士
が
編
入
さ
れ
る
機
会
は
飛
躍
的
に
増
加

し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
白
人
兵
士
よ
り
も
自
分
た
ち
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
黒
人
兵
士
の
不
満
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
は
、
戦
場
の
情
報
が
本
国
に
送
ら
れ
本
国
の
情
報
が
戦
場
に

送
ら
れ
る
と
い
う
情
報
の
還
流
が
か
っ
て
な
い
規
模
で
生
じ
、
国
内
の
人
種
差
別

に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
や
前
線
で
の
士
気
・
規
律
の
低
下
に
関
す
る
情
報
が
往
来

し
た
。
結
果
と
し
て
、
黒
人
兵
た
ち
は
人
種
主
義
へ
の
反
発
を
深
め
、
帰
国
後
ブ

ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
系
組
織
に
参
加
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
い
う
。
と

り
わ
け
情
報
の
還
流
と
い
う
現
象
は
、
「
軍
隊
が
も
は
や
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
誇
ら
し

き
代
表
と
い
う
立
場
を
と
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
自
の
人
々
を
融
合
し
て
単
一
の

愛
国
主
義
的
な
鋳
型
に
流
し
込
む
る
つ
ぼ
と
し
て
も
機
能
し
え
な
い
」
（
三
二
七

頁
）
状
況
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
。

　
他
方
、
公
民
権
運
動
の
挫
折
と
幻
滅
か
ら
生
ま
れ
た
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
は
、
そ

の
反
戦
運
動
に
お
い
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
遂
行
す
る
ア
メ
リ
カ
を
「
帝
国
偏
で

あ
る
と
批
判
し
、
反
共
主
義
的
な
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
価
値
へ
の
広
範
な

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
破
壊
す
る
こ
と
で
、
「
は
じ
め
に
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
、
な
い
し

は
無
関
心
な
政
治
と
文
化
を
構
築
す
る
空
間
を
押
し
広
げ
た
」
（
三
二
七
頁
）
。
ま

た
、
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
政
治
の
産
物
と
し
て
、
W
A
S
P
的
と
さ
れ
る
よ
う
な
主

流
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
同
化
を
否
定
的
に
捉
え
る
文
化
を
生
み
だ
し
た
と
著
者
は

指
摘
す
る
。
と
り
わ
け
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
の
文
化
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
影

響
を
受
け
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
運
動
に
、
同

化
主
義
へ
の
反
乱
と
い
う
潮
流
を
見
出
せ
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
、
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
と
も
に

ア
メ
リ
カ
社
会
の
大
多
数
を
統
合
す
る
影
響
力
を
失
っ
た
と
か
ー
ス
ト
ル
は
論
じ

る
。
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
力
は
す
で
に
弱
め
ら
れ
、
し
か
し
市
民
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
理
念
が
も
つ
力
へ
の
信
頼
も
低
下
し
た
。
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
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に
立
脚
す
る
「
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
は
崩
壊
し
、
「
同
じ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
共
同
体
に
属
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
一
連
の
諸
理
念
を
共
有
し
て
い
る
と

は
、
も
は
や
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す
多
く
の
人
々
は
想
像
し
な
く
な
っ
た
」
（
三
四

五
頁
）
と
い
う
。
最
終
章
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
的
な
ネ

イ
シ
ョ
ン
へ
の
信
頼
を
失
っ
た
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
右
派
と
左
派
の
攻
防
を

描
い
て
い
る
。

　
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
、
左
派
は
「
多
文
化
主
義
」
と
し
て

総
称
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
た
。
著
者
は
ア
メ
リ
カ
史
家
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ッ

ド
に
依
拠
し
て
彼
ら
を
さ
ら
に
「
ソ
フ
ト
」
派
と
「
ハ
ー
ド
」
派
に
分
類
す
る
。

「
ソ
フ
ト
」
派
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
人
種
的
な
多
様
性
と
国
民
文
化
は
共
存
可
能
で

あ
る
と
考
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
統
合
に
価
値
を
見
出
す
の
に
対
し
、
「
ハ
ー
ド
」

派
に
は
様
々
な
立
場
　
　
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
か
ら
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

に
至
る
ま
で
　
　
が
あ
れ
ど
、
も
は
や
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
希
望
を
抱
か
な
く

な
り
、
ア
メ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
抑
圧
性
・
制
約
的
な
性
質
を
非
難
す
る

点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
多
文
化
主
義
が
興
隆
す
る
背

景
と
し
て
、
著
者
は
七
〇
年
代
末
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
の
経
済
的
危
機
に
よ

る
人
種
対
立
の
激
化
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
利
害
を
強
化
す
る
政
府
政
策
、

そ
し
て
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　
一
方
、
右
派
は
レ
ー
ガ
ン
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
文
化
主

義
を
「
反
ア
メ
リ
カ
的
」
で
あ
る
と
認
識
し
こ
れ
を
攻
撃
し
た
。
彼
ら
は
選
挙
な

ど
に
お
い
て
は
人
種
的
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
す
る
こ
と
で
政
権
を
獲
得
し
、
軍
備

拡
大
・
反
共
主
義
・
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
掲
げ
る
一
方
、
規
制
を
緩
和
し
富
の
追

及
を
是
認
す
る
こ
と
で
、
中
産
階
級
化
す
る
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
に
限

定
的
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
地
位
を
与
え
る
こ
と
で
保
守
化
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

層
を
取
り
こ
ん
だ
と
い
う
。

　
九
〇
年
代
に
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
っ
て
、
一
方
で
「
法
と
秩
序
」
や
「
家

族
の
価
値
」
を
重
視
し
福
祉
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
約
し
二
言
語
教
育
を
縮
小
す
る

な
ど
の
規
律
的
措
置
を
指
示
し
、
他
方
で
ソ
フ
ト
な
多
文
化
主
義
を
肯
定
し
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
、
新
た
な
リ
ベ
ラ
ル
派
の
結
集

を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ガ
ー
ス
ト
ル
は
こ
の
流
れ
を
、
「
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
の
諸
原
則
を
復
活
さ
せ
る
」
（
三
六
七
頁
）
試
み
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
が
、

同
時
に
そ
の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
彼
は
現
代
世
界
を
、
国
民
国
家
は
力
を
失
い
つ
つ
も
、
ポ
ス
ト
国
民
国
家
の
世

界
が
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
論
じ
る
。
二
〇
世
紀
の
ネ
イ
シ
ョ

ン
は
ア
メ
リ
カ
も
含
め
い
ず
れ
も
均
質
な
共
同
体
か
ら
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
政
治
的
な
統
合
を
図
る
原
理
と
し
て
の

有
効
性
を
も
っ
て
い
る
と
、
著
者
は
述
べ
る
。
し
か
し
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
果
た
し
て
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
め
る
こ
と
な
し
に
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
再
建
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
の
排
他
的

な
側
面
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
復
活
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
問
う
。
彼
の

答
え
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
差
異
に
対
し
て
寛
容
で
あ
り
、
か
つ
社
会
的
な

連
帯
を
生
成
す
る
よ
う
な
活
力
あ
ふ
れ
る
市
民
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
住
む
に
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
本
書
に
表
さ
れ
た
歴
史
は
、
そ
の
よ
う

な
社
会
を
想
像
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
困
難

で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
我
々
に
思
い
出
さ
せ
る
」
（
三
七
三
頁
）
。
し
か
し
、
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「
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
、
特
別
の
摂
理
や
明
白
な
天
命
が
導
い
て
は
く
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
我
々
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
性
に
お
け
る
市
民

的
な
要
素
を
強
化
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
」
（
三
七
四
頁
）
と
、
著
者
は

本
書
を
結
ん
で
い
る
。

　
本
書
は
い
く
つ
も
の
す
ぐ
れ
た
点
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
、
本
書
に
お
い
て
は

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
平
板
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
固
定
的
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、

社
会
史
の
成
果
を
渉
猟
し
て
動
態
的
で
立
体
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
を
叙
述
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
様
々
な
個
人

や
集
団
に
よ
る
領
有
（
四
篭
8
嘗
9
・
ぎ
出
）
に
対
し
て
開
か
れ
た
流
動
的
な
言
語
体

系
と
し
て
扱
う
ガ
ー
ス
ト
ル
の
手
法
は
、
政
治
史
や
思
想
史
と
社
会
史
・
文
化
史

の
融
合
に
よ
る
新
た
な
歴
史
叙
述
の
可
能
性
を
も
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。

　
ま
た
、
各
章
に
お
い
て
近
年
の
い
わ
ゆ
る
「
白
人
性
研
究
」
な
ど
の
知
見
が
活

か
さ
れ
て
お
り
、
人
種
主
義
を
巧
み
に
歴
史
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
文
体
は

簡
明
か
つ
平
易
で
あ
り
、
ま
た
こ
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
主
要
な
事
件
や

人
物
・
組
織
、
映
画
作
品
な
ど
に
も
網
霊
的
に
言
及
し
て
叙
述
が
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
た
め
、
教
科
書
的
な
意
義
も
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
た
だ
、
著
者
の
枠
組
み
に
疑
問
を
抱
か
さ
れ
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
若
干
論
じ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、

著
者
は
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
本
的
に
「
矛
盾
す
る
も
の
」
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
第
三
章
に
お
け
る
第
一
次
大
戦
終
結
直
後
の
「
レ
ッ
ド
・
ス
ケ
ア
」
の

よ
う
に
、
反
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
反
移
民
と
結
び
つ
く
局
面
な
ど
も
幾
つ
か
紹
介

し
て
は
い
る
も
の
の
、
結
語
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
は
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
相
反
す
る
も
の
と
し
て
概
念
化
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
語
が
人
種
主

義
と
結
び
つ
く
こ
と
で
強
力
な
排
除
と
抑
圧
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
が
ア
メ
リ
カ

と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
特
質
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
を
立
て
る
こ

と
も
ま
た
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
以
上
、
不
可
避
的
に
人
々
を
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
一
員
」

と
そ
う
で
は
な
い
者
（
あ
る
い
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
一
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
者
）
に
区
分
す
る
言
説
と
し
て
作
動
す
る
、
と
い
う
側
面
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
も
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
人
種
主
義
を
克
服
し
権
利
と
平
等
を
求
め
る
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ

カ
人
の
運
動
に
と
っ
て
常
に
つ
き
つ
け
ら
れ
る
デ
ィ
レ
ン
マ
は
メ
キ
シ
コ
人
移
民
、

特
に
い
わ
ゆ
る
不
法
移
民
の
存
在
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
メ
キ
シ

コ
人
移
民
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
市
民
と
非
市
民
を
分
か
つ
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
き
た
。
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
非
市
民
た
る
メ

キ
シ
コ
人
移
民
と
の
差
異
化
を
図
る
こ
と
で
市
民
的
な
ア
メ
リ
カ
：
不
イ
シ
ョ
ン

へ
の
包
摂
を
求
め
、
結
果
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
メ
キ
シ
コ
人
移

民
の
抑
圧
的
状
況
を
問
題
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
困
難
な
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で

　
　
ヨ
　
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
「
ア
メ
リ
カ
市
民
」
の
権
利
を
促

進
し
え
た
と
し
て
も
、
む
し
ろ
「
市
民
」
の
枠
に
包
含
さ
れ
な
い
人
々
の
差
別
・

抑
圧
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
妨
げ
、
隠
蔽
す
る
言
説
と
し
て
機
能
す
る
事
例
と
は

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
つ
ま
り
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
別
々
の
互

い
に
矛
盾
す
る
理
念
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
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が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
単
に
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
立
概
念
と

し
て
二
者
択
一
的
に
選
び
取
る
こ
と
で
地
位
向
上
へ
の
希
望
が
も
た
ら
さ
れ
た
だ

け
で
は
な
く
、
あ
ら
た
な
デ
ィ
レ
ン
マ
と
苦
悩
、
分
裂
と
緊
張
に
も
直
面
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ

る
。
メ
キ
シ
コ
系
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
市
民
と
非
市
民
の
違
い
に
よ
る
分
裂
だ
け

で
な
く
、
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
力
に
よ
っ
て
劣
等
な
地
位
に
お
か
れ
た
様
々

な
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

言
語
を
領
有
し
て
平
等
な
権
利
を
要
求
す
る
際
に
、
し
ば
し
ば
彼
ら
が
同
集
団
の

下
層
階
級
な
ど
を
他
者
化
し
、
ス
テ
ィ
グ
マ
化
し
て
排
除
す
る
戦
略
を
と
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ギ

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
問
題
を
、
本
書
は
ほ
と
ん
ど
扱
え
て
い
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
現
実
に
人
種
・
階
級
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
よ
る
差
異
が
存
在
し
、

特
に
そ
の
差
異
が
権
力
関
係
を
も
意
味
し
て
い
る
場
合
に
は
、
平
等
主
義
的
な
市

民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
語
が
普
遍
性
の
名
の
下
に
そ
う
し
た
差
異
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

く
権
力
関
係
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
か
え
っ
て
妨
げ
る
側
面
も
あ
る
と
い
え
る
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
対
論
が
「
逆
差
別

を
廃
す
べ
し
」
と
い
う
平
等
主
義
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
反
対
論
が
人
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
お
レ

主
義
的
な
仮
定
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
不
可
視
化
し
て
し
ま
う
と
き
、
「
同
一

性
」
と
「
平
等
」
の
混
同
が
「
同
］
に
扱
う
こ
と
が
平
等
に
扱
う
こ
と
で
あ
る
」

と
い
う
構
図
と
な
り
、
権
力
関
係
や
抑
圧
を
生
み
出
し
て
い
る
差
異
の
存
在
を

「
同
一
性
」
に
収
ま
ら
ぬ
も
の
と
し
て
無
視
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
う
る
。
そ

の
と
き
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
か
え
っ
て
ガ
ー
ス
ト
ル
が
理
想
と
し
て
希

求
す
る
「
社
会
的
連
帯
」
へ
の
道
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
書
の
基
本
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
、

市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
が
ゆ
え
に
引
き
起

こ
し
て
い
る
排
除
や
抑
圧
を
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
「
二
つ
の
矛
盾
し

相
反
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
ダ
イ
コ
ト
ミ
ー
を
設
定
し
、
抑
圧
や
排
斥

の
原
因
を
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
帰
す
る
こ
と
で
、
市
民
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
（
反
共
主
義
に
染
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
で
は
あ
る
が
）
自
由
・
平
等
で
解

放
的
な
性
格
を
恣
意
的
に
構
築
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ

て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
形
で
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
史
を
総
合
す
る
こ
と
に
は
問
題

が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
ガ
ー
ス
ト
ル
自
身
が
一
九
九
七
年
の
論
文

に
お
い
て
は
差
異
と
権
力
関
係
と
い
う
問
題
を
あ
い
ま
い
に
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
へ
の
批
判
を
鮮
や
か
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

そ
の
四
年
後
の
本
作
品
に
お
い
て
「
二
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
史
の
叙
述
を
採
用
し
た
こ
と
が
、
か
つ
て
問
題
に
し
え
た
も
の
を
か
え
っ
て
見

失
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
真
の
意
味
で
の
ア
メ
リ
カ
史
叙
述
の
「
総
合
」
は
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」

や
「
平
等
」
、
「
権
利
」
や
「
愛
国
主
義
」
な
ど
の
普
遍
性
を
称
す
る
近
代
的
概
念

を
歴
史
的
か
つ
根
本
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
を
不
可
欠
な
作
業
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
史
の
総
合
の
試
み
が
、
既
成
の
概
念
を

根
底
か
ら
歴
史
的
に
問
い
直
す
こ
と
な
し
に
な
さ
れ
る
と
き
、
総
合
の
網
か
ら
こ

ぼ
れ
落
ち
て
い
く
も
の
の
重
さ
を
想
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

一99一



’西洋史論集

註
（
1
）
古
典
的
な
も
の
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
寓
。
叫
国
。
O
g
益
》
竈
Q
肉
8
都
農

　
　
』
ミ
罷
、
討
鳥
威
　
　
ト
ミ
斜
、
爵
　
　
含
Z
O
を
　
　
く
O
『
押
　
　
一
ゆ
甚
ひ
）
申
畷
帥
鵠
の
　
　
困
O
ぽ
ゆ
“
　
溢
ミ
馬
識
6
職
嵩

　
　
さ
、
～
§
島
諒
ミ
誌
ミ
き
器
ミ
器
ミ
恥
差
動
ミ
9
「
o
≦
く
禽
押
ち
い
刈
Y
近
年
の
研
究
と

　
　
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。
寓
凶
。
冨
。
回
欝
日
目
o
P
毒
硫
欝

　
　
9
0
、
騨
　
駄
§
ミ
O
ミ
㌦
き
Q
　
寄
貸
誹
言
、
ミ
Q
、
、
O
認
　
禽
寄
無
ミ
、
む
譜
　
ミ
　
賦
ミ
鴨
、
勘
亀
嵩

　
　
6
ミ
ミ
誌
（
Z
o
≦
．
く
。
叫
溶
　
6
ゆ
ω
）
甲
8
ぽ
鵠
o
d
o
曾
掌
ρ
冊
（
①
島
シ
b
q
o
嵩
勢
ミ
慧
職
ご
藁

　
　
賦
ミ
鳴
ミ
6
亀
嵩
防
b
慧
嵩
耐
量
臨
、
、
貸
駄
、
む
三
后
ミ
（
団
扇
臣
O
象
O
P
　
一
ゆ
ゆ
ひ
）
申
0
0
0
臨
富
団
一
一
N
帥
げ
①
酔
げ

　
　
O
、
い
0
帥
曙
u
　
ぽ
　
　
b
尉
　
　
さ
、
㍉
寒
鴨
　
、
織
、
鰻
登
掬
　
ミ
　
眺
ミ
恥
、
討
亀
ミ
　
さ
、
ご
嵩
自
、
身
ミ

　
　
（
吻
ユ
鵠
O
魚
O
調
一
℃
ゆ
○
◎
y

（
2
）
た
と
え
ば
、
古
矢
旬
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
　
　
　
「
普
遍
国
家
」
の
ナ
シ
ョ
ナ

　
　
リ
ズ
ム
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
3
）
O
趨
O
・
難
ρ
§
映
帯
－
象
題
眺
壽
ミ
§
慧
・
き
鴨
ぎ
ミ
§
ミ
ト
S
ミ
N
嵩

　
　
織
罫
、
㍉
、
恥
6
帖
爵
噂
N
も
N
へ
丸
℃
駄
◎
（
Z
O
≦
＜
O
円
置
一
ゆ
O
Q
ゆ
田
≦
留
断
助
臣
O
≦
や
お
融
0
0
げ
図
酔
騨
0

　
　
き
聾
。
潰
鴫
9
8
ざ
p
P
O
O
P
）
．
以
下
も
参
照
。
O
①
円
。
。
膏
㌦
・
臣
。
即
。
8
き
O
匿
『
β
・
。
§

　
　
O
暁
》
欝
⑦
鉱
O
髄
爵
ピ
貯
0
円
一
尉
欝
曽
．
．
嵐
ミ
恥
、
山
尾
野
毛
象
O
嵩
6
Q
、
勘
Q
ぐ
㌧
恥
ミ
M
＜
皇
■
ゆ
ゆ
（
O
O
酔
O
げ
①
『

　
　
6
逡
）
■

（
4
）
本
稿
で
は
「
市
民
的
」
と
い
う
場
合
、
全
て
原
語
で
は
鼠
く
篇
で
は
な
く
。
ぎ
。

　
　
を
指
す
。

（
5
）
欝
く
畿
O
．
O
艮
撤
灘
N
“
謹
、
冴
§
職
奪
・
、
§
㌦
§
皆
§
試
ミ
ミ
§
鉾

　
　
§
智
織
嵩
ぎ
ミ
執
凶
、
寝
嵩
錯
匂
織
嵩
職
ミ
恥
、
O
、
計
討
偽
＆
肉
駄
》
離
脊
帖
竜
（
b
ゆ
Φ
鱒
O
剛
0
ざ
　
一
℃
ゆ
い
）
い

　
　
村
田
勝
幸
「
引
き
直
さ
れ
た
境
界
線
　
　
チ
カ
ノ
運
動
、
セ
サ
ー
ル
・
チ
ャ
ベ

　
　
ス
、
非
合
法
移
民
」
油
井
大
三
郎
・
遠
藤
泰
生
編
『
浸
透
す
る
ア
メ
リ
カ
、
拒

　
　
ま
れ
る
ア
メ
リ
カ
　
　
世
界
史
の
中
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
東
京
大
学

　
　
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
6
）
メ
キ
シ
コ
系
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
系
と
日
系
に
つ
い
て
論

　
　
じ
た
以
下
の
文
献
が
参
考
に
な
る
。
《
o
＜
貯
騨
9
貯
。
。
・
“
§
、
魯
薦
、
隷
肉
8
食

　
　
鳴
、
匙
6
沖
　
卜
Q
亀
魯
鳶
諒
督
憎
　
℃
O
、
叫
織
0
9
　
ぬ
譜
栽
　
6
黛
鳶
ミ
、
恥
　
訂
　
ミ
恥
　
『
ミ
恥
嵩
、
尉
さ
　
6
免
嵩
ミ
鳶

　
　
（
O
ぽ
髄
も
0
一
　
調
臨
野
ご
臣
陣
く
0
誘
凶
曙
　
O
h
　
Z
O
警
　
O
陶
噌
O
圓
臣
帥
　
噂
層
O
o
o
o
o
“
　
一
ゆ
ゆ
α
）
温
（
P
N
轟
轡
O
把 　

　
O
琶
O
臨
“
，
。
用
帥
0
0
∴
Z
O
鎧
爵
需
9
国
国
爵
畠
一
く
一
鳥
彊
既
一
〇
。
羅
帥
爵
島
男
0
ω
農
o
q
O
爵
0
0
◎
噛
酔
騨
0
画
Q
O
国
◎
『
ド
陣
臣
0
”

　
　
蜜
陶
。
。
Q
o
帥
O
ぽ
麟
切
O
舞
の
　
6
凹
く
臨
　
　
開
閉
町
Q
ぽ
誘
　
　
ド
O
q
Q
鼠
子
撃
Ω
盤
O
置
り
　
一
〇
◎
い
い
－
一
〇
◎
り
い
層
、
”
　
き
鍵
、
譜
織
、
　
9

　
鼠
ミ
ミ
勘
§
国
さ
ミ
6
勢
き
鳶
認
（
欝
鵠
N
O
O
P
ご
三
部
泉
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

　
　
ン
と
『
米
化
運
動
』
　
　
一
九
一
〇
年
代
後
半
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
日

　
　
本
人
移
民
の
矯
風
運
動
」
『
浸
透
す
る
ア
メ
リ
カ
、
拒
ま
れ
る
ア
メ
リ
カ
』
。

（
7
ζ
。
墜
≦
Q
・
8
声
O
§
奪
§
無
瀞
ぎ
、
ミ
亀
ミ
§
討
9
筆
陣
。
・
a
＆
ぎ
昌

　
　
（
2
0
≦
く
。
噌
置
N
O
O
O
ア
。
取
留
①
凹
。
。
［
荻
野
美
穂
訳
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
歴
史
学
』

　
　
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
］
る
8
お
。
㎏
・
。
。
露
。
冨
押
・
．
O
器
9
・
響
α
q
鹸
。
夕
霧
陣
。
臨
窪
円
臨

　
　
2
帥
試
O
舞
一
》
易
く
0
爵
窪
円
O
g
o
　
陣
場
悶
O
ω
ヴ
ツ
H
帥
凱
O
臣
鋤
瞭
の
酔
｝
欝
0
鼠
0
餌
農
Q
Q
窪
島
陣
O
q
o
　
陣
爵
酔
ぽ
0
一
ゆ
ゆ
O
ロ
6
㌦
．

　
　
蜘
O
び
臣
0
9
Ω
盛
O
o
。
　
凋
O
≦
①
（
0
典
￥
、
O
象
1
さ
職
O
嵩
亀
、
馬
防
駄
匿
ミ
。
も
識
6
ぬ
嵩
偽
、
ミ
ミ
恥
吻
（
団
W
O
鱒
0
回
0
審

　
　
P
O
O
O
∀

（
8
）
た
と
え
ば
、
0
8
お
。
賦
覇
ぐ
”
き
僑
、
8
総
門
臨
罵
営
器
象
§
§
こ
嵩
￥
～
、
§
恥
動
臼

　
　
ミ
ミ
馨
～
尉
、
Q
嬉
隷
㍗
ミ
、
、
o
ミ
寒
ミ
帆
量
、
o
ミ
村
上
珍
案
騨
島
。
甘
げ
随
斜
写
角
。
。
）
の

　
　
全
体
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
第
一
〇
章
を
参
照
。

（
9
）
O
選
O
・
藍
ρ
．
藍
げ
・
量
9
①
凱
β
き
島
上
・
罫
夢
。
・
亀
》
馨
臥
§
。
・
”
．
．

　
　
誉
ミ
、
嵩
ぬ
、
　
ミ
眺
ミ
恥
、
討
喬
嵩
　
二
型
O
q
b
　
＜
◎
野
◎
◎
轟
　
（
Q
o
O
唱
紺
語
げ
0
円
　
回
ゆ
ゆ
刈
）
Ψ
　
O
o
n
唱
0
0
陣
騎
Ω
一
図

　
　
唱
や
い
い
ω
一
S

一100一


